
 
 

10:00～11:40 研究発表会 第 1・2 セッション 

Room A （18504 教室） A1(1) 【廃棄物処理・バイオ燃料】                    

座長：藤長 愛一郎（大阪産業大学）      副座長：貫上 佳則（桃山学院大学） 

全発表：プレゼンテーション賞対象 

10:00～10:15 
A-1 炭酸化処理を施したアルカリ資材への酸溶液と水上置換法を用いた炭酸化量測定方法 

鹿島 伯海・水谷 聡（大阪公立大学） 
10:15～10:30 

A-2 微細藻類 C.Nibukawa の一段階水熱反応より得たバイオ燃料の特徴 
田中 優那・山﨑 博人（宇部工業高等専門学校） 
大沼 みお・村上 定瞭（広島商船高等専門学校） 

10:30～10:45 

A-3 貧毛類培養槽導入が活性汚泥法の余剰汚泥発生抑制および微生物群集構造に及ぼす影響 
川上 紗輝・QIAN SHUHAN・末田 大貴・惣田 訓（立命館大学） 

野宮 高由・濱邉 亮（水 ing 株式会社） 

10:45～10:55 小休憩（10 分間） 

Room A （18504 教室） A1(2) 【廃棄物処理・バイオ燃料】                    

座長：貫上 佳則（桃山学院大学）      座長：藤長 愛一郎（大阪産業大学）  

全発表：プレゼンテーション賞対象 

10:55～11:10 

A-4 好気性好熱菌を利用した一般廃棄物の乾燥処理プロセスの高効率化に向けた検討 
柿谷 果保・今井 剛（山口大学） 

11:10～11:25 

A-5 PLA の嫌気消化時の活性炭の接触によるメタン生成促進 
福井 陽斗・奥田 哲士（龍谷大学） 

11:25～11:40 

A-6 ゴムの実残渣の嫌気性消化によるメタン回収特性 －油抽出の有無による比較－ 
片山 大河・川井 慎友・福田 悟・澤田 和子・惣田 訓（立命館大学） 

Room B （18503 教室） B1(1) 【汚水処理・環境汚染化学物質】                 

座長：藤原 拓（京都大学）      副座長：永江 信也（クボタ環境エンジニアリング株式会社） 

全発表：プレゼンテーション賞対象 

10:00～10:15 

研究発表会（会場：18 号館 5 階）  
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B-1 液体ジェットを利用した突入型酸素供給装置の開発に関する研究 
川崎 新太・今井 剛（山口大学） 

10:15～10:30 

B-2 二槽式 PN/A 法における N₂O 発生に対する窒素負荷および排水特性の影響 
髙橋 新・陳 玉潔・李 玉友（東北大学） 

10:30～10:45 

B-3 Methane Fermentation of High-Solids Sludge Generated from an AO-MBR System 
Zhu Chunxiao(シュ シュンショウ)・李 玉友・孫 逸竹（Tohoku University） 

10:45～10:55 小休憩（10 分間） 

Room B （18503 教室） B1(2) 【環境汚染化学物質】                       

座長：永江 信也（クボタ環境エンジニアリング株式会社）      座長：藤原 拓（京都大学）  

全発表：プレゼンテーション賞対象 

10:55～11:10 

B-4 藻類を用いた合流式下水処理場における生態毒性とその発現特性の検討 
篠塚 実咲・市木 敦之・荒木 静遥・鈴木 樂（立命館大学） 

11:10～11:25 

B-5 流出土壌回収畑を対象とした LC-QTOF/MS によるノンターゲット分析と循環性成分の探索 
村上 堅信・鈴木 裕識・日恵野 綾香・伊藤 浩二（岐阜大学） 

11:25～11:40 

B-6 オフガス中 VOF の包括定量による有機 F 破壊評価 
竹内 柊登・渡辺 信久（大阪工業大学） 

Room C （18502 教室） C1(1) 【浄水処理・微生物】                         

座長：澤田 和子（立命館大学）      副座長：野本 直樹（茨城工業高等専門学校） 

全発表：一般発表 

10:00～10:15 
C-1 浄水オゾン処理性能評価モデルの活用について 

水野 忠雄（摂南大学） 
10:15～10:30 

C-2 セラミック膜ろ過における膜ファウリングおよび物質組成に対する超高塩基度ポリ塩化

アルミニウムの影響 
土佐 光司・稲益 一樹・本谷 凌大・江畑 映市朗（金沢工業大学） 

10:30～10:45 

C-3 水道における耐塩素性病原微生物等への対策の実例 2 件 
泉山 信司（国立感染症研究所）・井上 亘（神戸大学） 

栗田 志広（神奈川県内広域水道企業団）・北沢 和（川崎市上下水道局） 
橋本 温（県立広島大学） 
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10:45～10:55 小休憩（10 分間） 

Room C （18502 教室） C1(2) 【微生物】                               

座長：野村 洋平（京都大学）       副座長：澤田 和子（立命館大学）  

全発表：一般発表 

10:55～11:10 

C-4 土壌浸透法ならびに鉄バクテリア法水処理における菌叢とアルカリ度等の水質の検討 
藤川 陽子（岡山大学）・加藤 信哉（京都大学） 

千羽 悠介（株式会社グリーンハート・インターナショナル） 
11:10～11:25 

C-5 メタン生成細菌の低温適応を目的とした微生物叢の挙動解明および低温メタン発酵プロ

セスの高効率化 
中村 槙吾・今井 剛（山口大学） 

11:25～11:40 

C-6 油脂生産微細藻類の連続培養系開発の試み 
大沼 みお・宮本 航大・岸 拓真・村上 定瞭（広島商船高等専門学校） 

Room D （18501 教室） D1(1) 【地球環境・環境政策】                       

座長：船坂 邦弘（大阪市立環境科学研究センター）   副座長：川嵜 悦子（株式会社日吉） 

全発表：一般発表 

10:00～10:15 
D-1 地域コミュニティにおける自律型早期警戒システムの構築：IoT 超音波センシングの活用 

古田 兼三・高田 忠司（TST ジャパン株式会社）・吉川 耕司・高浪 龍平（大阪産業大学） 
10:15～10:30 

D-2 自治体環境部局における生成 AI 活用の現状と課題 －全国調査に向けた予備的アンケー

ト・ヒアリング分析－ 
重 浩一郎（八戸工業高等専門学校） 

10:30～10:45 

D-3 The Ethics of Acceleration の構想と意義 －Institutional Translation に基づく制度設

計と組織行動論－ 
鈴木 千賀（株式会社鈴伝） 

10:45～10:55 小休憩（10 分間） 

Room D （18501 教室） D1(2) 【地球環境・廃棄物処理】                     

座長：川嵜 悦子（株式会社日吉）      副座長：船坂 邦弘（大阪市立環境科学研究センター） 

全発表：一般発表 

10:55～11:10 
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D-4 都市農業振興と都市環境（3）～求められる環境技術 
上野 裕士（内外エンジニアリング株式会社） 

11:10～11:25 

D-5 フッ素不活性液体と界面活性剤 PFAS の無機 F 回収率の比較 
澤田 知樹・渡辺 信久（大阪工業大学） 

11:25～11:40 

D-6 中学校理科におけるポリ乳酸の分解教材の研究 
鵜澤 武俊・田中 太陽（大阪教育大学） 

11:40～13:00 昼食・休憩 

13:00～14:40（Room D のみ～14:25） 研究発表会 第 3・4 セッション 

Room A （18504 教室） A2(1) 【微生物・測定技術】                        

座長：多田 悠人（京都大学）      副座長：広谷 博史（大阪教育大学） 

全発表：プレゼンテーション賞対象 

13:00～13:15 
A-7 ザンビアのコレラ流行地域における飲料水汚染要因：階層ベイズモデルによる解析 

吉田 頼人（京都大学）・Joseph Botha（University of Zambia）・陳 樹河（京都大学） 
Kawawa Banda（University of Zambia）・原田 英典（京都大学） 

13:15～13:30 

A-8 導電性コンクリートによる硫化水素発生抑制効果に関する研究 
松永 隼汰朗・今井 剛（山口大学） 

13:30～13:45 

A-9 海面埋立廃棄物最終処分場の無機系 COD 低減に寄与する硫黄酸化菌の培養の検討 
久保井 葉月・今井 剛（山口大学） 

13:45～13:55 小休憩（10 分間） 

Room A （18504 教室） A2(2) 【測定技術】                             

座長：広谷 博史（大阪教育大学）      副座長：多田 悠人（京都大学） 

プレゼンテーション賞対象 2 件，一般発表 1 件 

13:55～14:10 ※プレゼンテーション賞対象 

A-10 Basic Analysis of the field-ready E.coli Assay for Wastewater and Environmental 
Water Samples 

Saiji Uyo・Dongbeom Im・Fumitake Nishimura (Kyoto University) 
Masayuki Oikawa・Yuki Mabuchi・Yusuke Shibahara・Naoya Sakuragi (Shimadzu 

Diagnostics Corporation) 
14:10～14:25 ※プレゼンテーション賞対象 
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A-11 ボルタンメトリーによる PFAS 検出条件の検討 
橋口 亜由未・藤川 陽子（岡山大学）・ポール ルータス（Edith Cowan University） 

Le Nguyen Son Tung・前田 守弘（岡山大学） 
14:25～14:40 

A-12 石英フィルターに捕捉された浮遊粉じん中マイクロプラスチック分析の検討 
中尾 賢志・秋田 耕佑・浅川 大地・船坂 邦弘（大阪市立環境科学研究センター） 

尾崎 麻子（大阪健康安全基盤研究所）・桝本 慶子（大阪公立大学）・奥田 哲士（龍谷大学） 

Room B （18503 教室） B2(1) 【社会貢献・廃棄物処理】                     

座長：市木 敦之（立命館大学）      副座長：舩石 圭介（カナデビア株式会社） 

全発表：実務・社会貢献賞対象 

13:00～13:15 
B-7 環境技術を生かした水防災普及への取り組み 

澤井 健二・石中 英司（日本水防災普及センター） 
13:15～13:30 

B-8 隠岐の島町における木質バイオマス発電事業の取り組み 
堀 雅世・井澤 武史（株式会社鴻池組） 

13:30～13:45 

B-9 COD・重金属イオン共存廃液の中性処理方法 
関根 智一・上田 瞳・下村 達夫・中川 忠彦（株式会社 ICUS） 

13:45～13:55 小休憩（10 分間） 

Room B （18503 教室） B2(2) 【地球環境・社会貢献】                       

座長：舩石 圭介（カナデビア株式会社）      副座長：市木 敦之（立命館大学） 

全発表：一般発表 

13:55～14:10 

B-10 大気の時空間変動と 2025 年 8 月の極端気象 
村上 定瞭（広島商船高等専門学校）・藤川 陽子（岡山大学） 

大沼 みお（広島商船高等専門学校）・山﨑 博人（宇部工業高等専門学校） 
14:10～14:25 

B-11 室内実験を用いた寝屋川の水草による CO2吸収量の推定 
藤長 愛一郎・水谷 夏樹・谷口 省吾（大阪産業大学） 

岸本 直之（龍谷大学）・西村 文武（京都大学） 
14:25～14:40 

B-12 火星大気における音響伝播特性と可聴性の評価 
西川 泰弘（大阪教育大学） 
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Room C （18502 教室） C2(1) 【汚水処理・環境汚染化学物質】                 

座長：水野 忠雄（摂南大学）      副座長：和田 桂子（京都大学） 

全発表：一般発表 

13:00～13:15 
C-7 ORP 制御による生物脱リンのリン放出促進を目的とした水素供給効果の検討 

西村 由稀・古崎 康哲（大阪工業大学） 
13:15～13:30 

C-8 加圧式の繊維ろ過における粒子除去性能の検討 
森岡 錦也（村本建設株式会社）・藤川 陽子（岡山大学）・駒沢 幸雄（株式会社アクロス） 

堀川 英治（栄光テクノ株式会社）・合田 孝司（太田建設株式会社） 
白﨑 光男・福原 成和（株式会社昭建）・原田 宏恭（株式会社ベストエンジニアリング） 

上田 信二・光嶋 真由（真柄建設株式会社）・有田 亮一（三恵株式会社） 
13:30～13:45 

C-9 ヒ素リスク評価の文化圏間の差異について 
渡辺 信久（大阪工業大学） 

13:45～13:55 小休憩（10 分間） 

Room C （18502 教室） C2(2) 【環境汚染化学物質・河川】                    

座長：和田 桂子（京都大学）      副座長：水野 忠雄（摂南大学） 

全発表：一般発表 

13:55～14:10 

C-10 バイオアッセイ PFAS CALUX を利用した PFAS 群の影響指向分析の検討 
松田 涼（株式会社日吉）・鈴木 剛（国立環境研究所） 

中村 昌文（株式会社日吉）・松神 秀徳（国立環境研究所） 
14:10～14:25 

C-11 水環境中の化学物質分析実験で使用する固相担体の抗菌薬に対する吸着率や回収率と，

抗菌薬の物理化学的性質の関連性の調査 
清水 康生・近藤 悠翔・塩生 真史・中村 卓（長浜バイオ大学） 

14:25～14:40 

C-12 ブロックローテーションによる転作田からの被覆性肥料カプセルの流出 
須戸 幹・藤田 昂志・瀬戸 沙織・竹村 幸作・野中 孝人（滋賀県立大学） 

Room D （18501 教室） D2(1) 【廃棄物処理・資源循環】                      

座長：惣田 訓（立命館大学）      副座長：鈴木 千賀（株式会社鈴伝） 

全発表：一般発表 

13:00～13:15 
D-7 アルカリ性排水による生分解性プラスチックのメタン発酵前処理条件 

野本 直樹（茨城工業高等専門学校）・岡田 圭吾・中畑 仁（宇部工業高等専門学校） 
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13:15～13:30 

D-8 調理残渣のメタン発酵処理における使用済みカイロの添加効果 
阿部 憲一（新潟食料農業大学） 

13:30～13:45 

D-9 消化汚泥中におけるポリ乳酸（PLA）の分解過程と生成乳酸の挙動 
谷口 省吾・新井 涼介・志葉 翔和・藤原 優汰（大阪産業大学） 

13:45～13:55 小休憩（10 分間） 

Room D （18501 教室） D2(2) 【廃棄物処理】                            

座長：鈴木 千賀（株式会社鈴伝）      副座長：惣田 訓（立命館大学）  

全発表：一般発表 

13:55～14:10 

D-10 焼却飛灰セメント固化体の養生日数が硬度及び拡散溶出特性に与える影響 
前波 桜輔・水谷 聡（大阪公立大学） 

14:10～14:25 

D-11 飛灰混合溶液および飛灰溶出液の還元性容量の把握 
水谷 聡・加藤 颯（大阪公立大学）・長谷川 浩（金沢大学） 

14:40～15:00 休憩 

 

15:00～16:30 講演会 

『微量化学物質の環境中動態と処理技術開発の歩み 
－有機フッ素化合物（PFAS）及び各種物質への挑戦－』 

講師：大阪産業大学 尾崎 博明 名誉教授 
 

【講演概要】 
微量化学物質は環境中での存在状況が明らかでなく，また健康や生態系への影響が深刻・懸念

される場合でも，多くの物質が難分解性であることから有効な処理技術が確立されていないこと

が多い．演者らは従来，多種の微量有機化学物質を取り扱ってきた．具体的には，ダイオキシン

類，各種塩素系農薬，抗インフルエンザ薬を含む医薬品類，多環芳香族化合物，有機フッ素化合

物(PFAS)等々であり，これらの物質の分析法を開発しながら研究を進めてきた． 
本講演では，これらの微量有機化学物質を対象として，河川（底泥を含む）や下水処理場，土

壌中における存在状況，および排水や土壌等中のそれらの物質の処理法（分離法としての膜分離，

分解法としての促進酸化，紫外線分解，電気分解，菌体・微生物利用，熱脱着，高温過熱分解等）

の開発の歩みについて紹介する． 

講演会，表彰式・閉会式（会場：18 号館 4 階 18404 号室）  
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16:30～17:15 表彰式・閉会式 

プレゼンテーション賞，実務・社会貢献賞 発表 
 

17:30～19:00 交流会 

 

P-1 酵素固定化カラムを用いたキトサンの加水分解 
赤尾 聡史・三角 理来（同志社大学） 

P-2 界面活性剤を用いた水中の Nd の回収 
浅野 昌弘・奥田 輝（龍谷大学） 

P-3 前処理を伴わない糖蜜利用による Bacillus sp. CYR1 株の PHBV 生産特性評価 
井上 裕貴・関戸 隆太・張 傛喆（室蘭工業大学） 

P-4 枝葉・草堆肥化土壌および最終処分場土壌由来リグニン分解菌の単離と分解特性評価 
宇野 美桜翔・高松 黎（室蘭工業大学）、黄 仁姫（北海道大学）、張 傛喆（室蘭工業大学） 

P-5 染料廃水処理を目的とした生分解性 PHB/キトサン/PEG 複合フィルムの調製と吸着特

性 
ZHAO PENGCHENG(チョウ ホウテイ)・ALI SHAKIR・張 傛喆（室蘭工業大学） 

P-6 再生可能エネルギー2040 年に向けて 
本庄 孝子（元産業技術総合研究所） 

P-7 生分解性プラスチック PHB の埋立処分適性に関する pH 依存的分解評価 
張 傛喆(チャン ヨンチョル)・小林 拓人（室蘭工業大学）・黄 仁姫（北海道大学） 
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